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髙本　海人さん

口之島小学校卒業

卒業生の皆さん、ご卒業　  おめでとうございます！
　春の訪れを感じ始めた 3月。夢と希望に満
ちあふれた 5名の児童が中学校へと足を進め、
10 名の生徒が学び舎を巣立っていきます。
　卒業生 10 名は各学校や各地域で学んだ多く
のことを胸に、それぞれの夢・目標に向かっ
て大きく羽ばたいてもらいたいものです。
　ここでは、小学校・中学校の卒業生をご紹
介します。これからも頑張ってください。

永田　征也さん

口之島中学校卒業

口之島中学校卒業

蓬原　澪凛さん

中之島小学校卒業

平泉　開翔さん

平島小学校卒業

大関　蓮さん

平島中学校卒業

畑野　陸斗さん

平島中学校卒業

日高　悠斗さん

平島中学校卒業

久保田　優也さん

諏訪之瀬島中学校卒業

宮脇　麗也さん

諏訪之瀬島中学校卒業

永井　義隆さん

悪石島小学校卒業

鶴長　璃子さん

悪石島中学校卒業

有川　美紀さん

　僕は，中之島に臨海学校に
行ったことが一番心に残ってい
ます。他の島の様子を知り，中
之島小中学校のみんなとも遊
び，とても楽しい思い出です。
転入してから２年間，充実した
小学校生活を送ることができま
した。中学校の黒板を見ると，
いつも字がいっぱい書かれてい
ます。これからは字を速く書い
て，ノートをきれいにまとめら
れるようになりたいです。サッ
カー選手を目指して，中学校で
も頑張ります。

　僕は９年間口之島小中学校で
過ごしました。この、自然が豊
かで、島の方たちがとても優し
い島で数え切れないほどの思い
出ができました。この思い出は、
中学校を卒業し、どんなに年月
が経たとしても、かけがえのな
い宝物です。口之島の方々、友
達、先生方、お母さん、お父さ
んには、とても感謝しています。
これから、高校生活が始まりま
すが、「口之島で過ごした」と
いう誇りを胸に、将来の夢に向
け、頑張っていきたいと思いま
す。

「目標に向かって頑張りま
す。」

　小学校に入学したのがこの前
のように思えます。ぼくは生ま
れた時からこの中之島にいます。
少し島なので物足りないところ
がありますが、島ならではのと
ころもありほかのところではな
い体験をしました。今までぼく
を育ててきてくれた島に、地域
の人に感謝したいと思います。
これからは中学生としてみんな
を引っ張っていきたいです。

　ぼくの平島での思い出は、み
んなであそんだことです。中 3
が今年でさいごだったので良い
思い出になりました。そして将
来の夢は、バスケットボール選
手になりたいです。その理由は、
黒子のバスケというまんがにあ
こがれてなりたいと思いました。
すごくバスケがつよくなりたい
です。

　学校生活の思い出は、ほとん
ど毎日体育館でサッカーやバス
ケをしたことです。僕もみんな
もスポーツをしている時は、す
ごく真剣でルールをしっかり
守っていたのでとても楽しかっ
たです。僕の今後の目標は、た
くさんの友達を作り、コミュニ
ケーションをしていくことです。
僕は、将来の夢が決まっていな
いので、これから見つけていき
たいと思っています。

　平島には、1年しかいな
かったですが、たくさんの
思い出をつくることができ
ました。特に一番の思い出
は、運動会です。平島で初
めての運動会で団長にな
り、優勝したのでとてもう
れしかったです。この平島
での思い出を忘れずに、高
校でも勉強や行事などを全
力でがんばっていきたいで
す。

　僕の学校生活の一番の思
い出は修学旅行です。他の
島の方々と食事をしたり、
自分の島の話をしたりして
すごく楽しかったです。今
後の目標は、高校生活を充
実させて、自分は人見知り
ですが、それをのりこえて
友達をたくさんつくってい
きたいです。将来の夢は、
まだ決まってませんが、高
校で決めていきたいです。

　僕が山海留学生として諏
訪之瀬島に来て早いもので
1年半が過ぎました。この
島に来る前に教育委員会の
方々と会って話をして頂き
身が引き締まる思いでし
た。教育長先生には会うた
びに声をかけて頂きうれし
かったです。島民の方々に
は褒めて頂き自信がつきま
した。先生方には勉強を丁
寧に教えて頂きわかるよう
になってきました。僕はた
くさんの方々に支えられて
いることを実感しました。
だからいつかこの島に恩返
しをしたいです。

　僕は山海留学生として 1年半を諏
訪之瀬島で過ごしました。充実した
生活を送れたことは島の方々、先生
方、保護者、そして里親に支えて頂
いたおかげです。その方々に恩返し
として 3つの目標を立てました。1
つはバドミントン部に所属しがんば
ることです。2つは夢を実現するた
めに勉強をがんばることです。3つ
は諏訪之瀬島の良さを多くの人に伝
えることです。お世話になりました。
ありがとうございます。
　小学校の思い出は、十島村の小
学生と修学旅行や交流学習を行っ
たことです。普段は他島の小学生
となかなか交流する機会がないの
で、すごく楽しかったです。また、
島の方々と一緒に運動会をはじめ、
たくさんの行事をしたことも思い
出に残っています。運動会では応
援のダンスをしたり、競技に参加
してくださったりして、とても盛
り上がりました。中学生になった
ら、勉強が難しそうで、宿題も多
く今よりも大変になると思います
が、一生懸命頑張りたいと思って
います。
　私の心に一番残っている行事は、
秋季大運動会です。中学 1年生か
らずっと応援団の団長をしてきま
した。みんなをまとめることは難
しかったけど、島出身の方々も迎
えて、盛り上がり、楽しくできた
ので、本当によかったです。他に
も悪石島での 15 年間の生活の中
で数多くの思い出があります。高
校に進学し、島を離れることにな
りますが、高校生らしくしっかり
勉強も運動もがんばりたいと思い
ます。今よりもっと成長して、悪
石島に帰って来たいと思います。
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ご卒業おめでとうございます
　私は、小宝島で 8年間過
ごしてきて、とてもたくさ
んの思い出を作ることがで
きました。まだこの島で暮
らしたいですが、自分の将
来の夢のために離れなけれ
ばならないので、少し寂し
いです。今まで 8年間分校
のみんな、地域の方々、里
親さんにはとてもお世話に
なりました。ありがとうご
ざいました。

小宝島中学校卒業

早川　千徳子さん

　小学校生活は、大変なこと
も多かったけど、充実した小
学校生活だったと思います。
今年度は、運動会の応援団長
に立こうほし、みんなを引っ
張ってがんばりました。今後
は、みんなの手本となるよう
に積極的に学校行事に取り組
んだり、勉強をがんばりたい
と思います。また。薬ざい師
という将来の夢に向かって少
し勉強したいです。

小宝島小学校卒業

森　文音さん

　僕の将来の夢は、自分で家を建ててその家に住むことです。そのために
高校で建築士になるための勉強をし、資格を取得したいです。また、中学
校ではうまくできなかった勉強と部活動を両立し、文武両道ができるよう
に頑張ります。学校生活の思い出は、夜遅くまで先生に教えていただき、
数学やいろいろな教科が分かるようになってきたことです。1年間という
短い時間でしたが、充実した毎日でした。先生方、里親さん、島民のみな
さんありがとうございました。 宝島中学校卒業 原ノ園　優汰さん

　
平
成
27
年
10
月
31
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
鹿
児
島
県
で
開
催
さ

れ
る
「
第
30
回
国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
去
る

2
月
4
日
に
県
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
「
ク
ロ
ッ
シ
ー
」
が
、
十
島

村
役
場
前
で
御
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
文
化
祭
は
、
文
化
活

動
を
全
国
規
模
で
発
表
す
る
も
の
で
昭
和
61
年
か
ら
毎
年
、
各
都

道
府
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
全
国
各
地
か

ら
ア
マ
チ
ュ
ア
を
中
心
と
し
た
文
化
団
体
等
が
集
結
し
、
各
種
文

化
活
動
の
成
果
を
発
表
・
競
演
・
交
流
す
る
国
内
最
大
級
の
文
化

の
祭
典
で
す
。
十
島
村
で
は
、
平
成
27
年
11
月
3
日
（
火
）
に
鹿

児
島
市
内
で
、
14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）
に
村
内
各
島
に
お
い

て
地
域
の
伝
統
芸
能
等
を
中
心
に
し
た
祭
典
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

国
民
文
化
祭
十
島
村
に
つ
い
て

関
東
で
出
身
者
の
集
い

　
2
月
23
日
（
日
）、
東
京
で
関
東
に
在
住
の
出
身
者
の
集
い
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
寒
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
33
名
の
出
身
者
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
か
ら
は
、
村
長
の
ほ
か
、
自
費
で
敷
根
前
村
長
、
鹿
児
島
ふ
る
さ

と
会
平
田
副
会
長
、
同
会
林
事
務
局
長
の
参
加
を
賜
り
、
関
東
出
身
者
会
の

設
立
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
関
東
在
住
の
出
身
者
の
皆
さ
ん
も
出
身
者
同
士
で
集
ま
る
機
会
が
で
き
る

こ
と
に
賛
同
を
賜
り
、
そ
の
会
場
の
場
で
相
互
の
推
薦
に
よ
り
、
会
長
を
悪

石
島
ご
出
身
の
愛
甲
茂
さ
ん
、
事
務
局
長
を
中
之
島
ご
出
身
の
福
納
敏
郎
さ

ん
に
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
出
身
者
の
会
の
設
立
に
向
け
て
の
話
し
合
い

を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
ほ
か
に
も
中
之
島
、
悪
石
島
、
宝
島
か
ら
幹
事
役
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
参
加
人
数
が
少
な
く
、
ま
た
全
島
か
ら
の
出
身
者

が
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
完
全
に
は
幹
事
役
が
出
揃
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
広
報
と
し
ま
ご
購
読
の
皆
さ
ま
で
、
出
身
者
の
会
に
賛
同
、
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
関
東
在
住
の
方
を
ご
存
知
で
し
た
ら
、
是
非
、
役
場
総
務
課
ま
で

ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

　
村
で
は
、
関
西
の
出
身
者
会
に
つ
い
て
も
出
身
者
会
の
設
立
を
願
っ
て
い

ま
す
。
関
西
在
住
の
出
身
者
の
方
を
ご
存
知
の
場
合
も
同
様
に
ご
連
絡
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿児島海上保安部へ感謝状の贈呈
　3月 10 日、平島沖で発生した男女 2名行方不明での捜索・救助に功績のあった鹿児
島海上保安部に対し感謝状を贈呈しました。
　これは、去る 2月 5日午後、当日のフェリーとしま下り便で平島におりた男女 2名
がゴムボートに乗り港から出て行ったのを住民が見たのを最後に行方が分からなくなっ
た事件で、平島出張所から連絡を受けた村が、鹿児島海上保安部へ通報を行いました。
通報を受けた鹿児島海上保安部は、当日に航空機を出動させ平島周辺を捜索、翌日早朝
から「巡視船さつま」を出動させ臥蛇
島に上陸している男女 2名を発見し、
同船の潜水士が極寒の中泳いで臥蛇島
へ上陸し、対象者 2名（臥蛇島に移住
希望）に対し説得を行い巡視船に収容
して鹿児島市まで搬送していただきま
した。この功績に対し、3月１0日村
は感謝状を贈呈しました。
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漁
業
就
業

　

支
援
フ
ェ
ア
に

　
　

参
加
し
ま
し
た

　
2
月
8
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ

ン
タ
ー
主
催
で
行
わ
れ
、
20
数
年

ぶ
り
の
大
雪
の
中
、
漁
業
関
係
に

従
事
し
た
い
若
い
世
代
の
方
た
ち

が
約
300
名
来
場
し
、
本
村
の
ブ
ー

ス
に
は
13
名
の
方
が
訪
れ
、
熱
心

に
漁
業
の
状
況
や
島
の
状
況
に
つ

い
て
相
談
し
て
い
ま
し
た
。

出会い交流「トカラブ」について
　2月 1日鹿児島市内で、出会い交流「トカラブ」を実施しました。男女合わせて、
18 名の参加がありました。カフェでの自己紹介タイム等、参加された皆様は積極
的に話をされており、皆さん一様にトカラブを楽しんでおりました。
　今後、「トカラブ」がきっかけで、関係性が発展していくのを期待しております。
　また、前回の広報誌でも紹介いたしましたが、婚活に係る補助等もございます
ので、興味のある方や利用されたい方は、地域振興課定住対策室までご連絡くだ
さい。

＝補助概要＝
【対象】
　十島村内に住所を有する、２０歳以上６０歳未満の独身の男女

【補助概要】
　婚活事業所及び個人によりお見合を実施した場合

【補助内容】
　婚活事業所の登録料の補助
　お見合いに係るフェリー運賃の全額補助
　お見合いで知り合った相手が十島村に行く場合のフェリー運賃全額補助
　※限度額、回数制限等ございます。

　村では、定住対策事業を進めており、これまで県などが主催する既存の定住イ
ベントには参加しておりましたが、平成２６年２月２３日（日）に東京にて、初
めて村単独での定住希望者向けのイベントを開催しました。
　イベントについては、一般定住希望者が 35 名、出身者 32 名、友好島民 5名の
計７２名の方々にご参加いただきました。      　　　
　イベントの内容としては、村長あいさつ、十島村の紹介（ＤＶＤ放映、定住支
援制度など説明）、宝島のⅠターン２家族及び村長、定住プロジェクトメンバーで
ある松下直志さんに参加いただき島の生活や仕事などに関するパネルディスカッ
ションなどを実施し、夕方からは、会場を替えて一般定住希望者向けの個別面談
及び関東における出身者会の立ち上げに関する会議を実施しました。    
　特にパネルディスカッションにおいては、「島の生き方、働き方＜理想と不安＞」
というテーマで実施し、①島に移住した経緯、②島に移住してからの生活、③現在の
仕事について順を追って宝島のⅠターン者から説明をしてもらい、参加者にとっ
ては大変参考になったのではないかと思います。これらのイベントに参加された
数組の方々が既に島の下見にも訪れており、今後、地域に定着し、地域貢献をし
てもらうことを期待したいものです。

村単独定住希望者向けイベント
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平
成
26
年
２
月
27
、
28
日
に
十
島
村
総
合
振

興
計
画　
代
表
者
会
議
な
ら
び
に
審
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
島
村
総
合
振
興
計
画
は
、
村
が
抱
え
て
い

る
問
題
や
課
題
に
対
し
、
ど
の
様
に
取
り
組
む

か
を
記
し
た
10
年
間
の
計
画
で
、
本
年
度
が
第

４
次
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本

年
、
第
５
次
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
の
皆
様
の
意
見

が
充
分
に
反
映
さ
れ
た
計
画
と
な
る
よ
う
、
６

月
よ
り
担
当
者
の
説
明
会
や
座
談
会
で
の
説
明

会
を
経
て
、
各
島
で
検
討
委
員
の
方
々
を
中
心

に
、
様
々
な
分
野
に
関
し
検
討
会
を
重
ね
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
島
代
表
者
に
よ
る
代
表
者
会
議
は
、
27
日

の
午
前
中
に
行
わ
れ
、
各
島
か
ら
出
さ
れ
た
意

見
を
取
り
ま
と
め
た
全
26
分
野
に
わ
た
る
基
本

計
画
と
、
村
が
目
標
と
す
る
理
想
像
を
示
し
た

基
本
構
想
を
中
心
に
審
議
を
重
ね
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

十
島
村
総
合
振
興
計
画
　
代
表
者
会
議
・
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
審
議
会
で
は
、
審
議
委
員
会
へ
村
長
よ
り
諮

問
が
な
さ
れ
、
27
日
午
後
、
28
日
午
前
の
二
日

間
に
わ
た
り
、
基
本
計
画
、
基
本
構
想
に
つ
い

て
審
議
が
重
ね
ら
れ
、
審
議
委
員
か
ら
は
活
発

な
意
見
が
だ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
二
日
間
に
わ
た
る
審
議
の
結
果
、「
つ
な
が

る
心　
感
じ
る
幸
せ　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
〜
住
ん

で
み
た
い　
帰
っ
て
み
た
い　
行
っ
て
み
た
い

島
々
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
26
年
度
か
ら
35

年
度
ま
で
の
10
年
間
、
全
26
分
野
の
基
本
計
画

に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
審
議
委
員

か
ら
村
長
へ
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
住
民
全
世
帯
へ
冊
子

と
し
て
配
布
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
代
表
者
・
審
議
委
員
の
皆
様
、
年
度
末
の
お

忙
し
い
中
、
代
表
者
会
議
・
審
議
会
に
参
加
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

08
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平
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26
年
7
月
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日
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の
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ま
す
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名義変更は 
お済みですか? 
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891-0131 2 4-38 099-262-0606 

 

子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
2
月
10
日
（
月
）、
鹿
児
島
中
央
家
畜
市
場
に
て
、

子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

13

去勢 雌 計 去勢 雌 計

登　記 22 19 41 10,842,000 8,137,000 18,979,000

一般牛 0 0 0

総　計 22 19 41 10,842,000 8,137,000 18,979,000

出荷頭数 合計金額

去勢 雌 計

登　記 492,818 428,263 462,902

総　計 492,818 428,263 462,902

平均価格

去勢 雌

登　記 599,000
平田　浩一さん

542,000
日高　創さん

最高価格

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1,674  988  57  423  2,009  
 

205         
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新たな雇用の受け皿組織の立ち上げについて
　村では、定住対策を進め、人口は増加に転じてきていますが、少子高齢化、高校が無いなど
による自然減も多く、予断を許さない状況にあります。
　人口問題は、特に雇用政策との関係が大きいですが、十島村においては、畜産、漁業など一
次産業以外の雇用の確保が難しい状況にもあります。
　このため、役場各課が現在の現業職及び個人等に委託している外まわり業務を中心とした事
業を集約し、安定的な雇用の確保につなげることを目的として、新たな雇用の受け皿組織を立
ち上げ活動をしていくこととなりました。
　この「新たな雇用の受け皿組織の立ち上げ」については、平成２５年度に、自治会長、荷役
組合長、出張員を交えて会議を３回実施し、議論を重ねてまいりました。
当初、平成２６年度から荷役作業も含む雇用体系を検討しておりましたが、荷役作業を取り組
むことは現状では難しいとの判断のもと、荷役作業を除いた形で、平成２６年４月から「新た
な雇用の受け皿組織」の活動をスタートさせることとなりました。
新たな雇用の受け皿組織については、１名から多い島で３名で構成され、以下の業務について
活動してもらうこととなります。これらの業務については、年度の途中で増減があることも想
定されます。
　初めての取り組みであり、今後活動していく中で様々な課題も出てくるかと思われますが、
地域の皆様のご理解をよろしくお願いします。

新たな雇用の受け皿組織への業務委託一覧
業務内容 十島村役場担当課 

① 土地・施設調査確認業務 

② 港湾監視カメラ点検業務 

③ 地域イントラ施設点検、給油等業務 

④ 防災無線点検、給油等業務 

⑤ パソコン支援業務 

⑥ 発電機試運転業務 

⑦ 視察等受入等業務 

⑧ コミセン等の清掃、管理業務 

⑨ 公用車両及び重機の保守及び貸出し業務 

⑩ 災害時の連絡調整（被災状況調査）業務 

⑪ その他（出張所補助業務） 

 

 

 

 

 

総務課 

①高齢者・医療関係者送迎業務（見守り支援、巡回診療 

 特定診療、いきいき教室等） 

② 塵芥処理業務 

③ ブヨ駆除業務 

④ し尿処理業務 

⑤ 野良犬・猫対策業務 

⑥ 海岸漂着ゴミ対策業務 

⑦ 医師住宅清掃、管理業務 

⑧ 資源ゴミ収集業務 

 

 

 

 

住民課 

① 簡易水道検針・伐採・管理業務 

② 淡水化施設管理業務 

③ 地籍調査業務（口） 

 

土木交通課 

 

① 教職員住宅の見廻り、補修 

② 学校維持清掃、点検、補修 

③ 馬牧場フェンス設置（中） 

④ 公民館保守業務 

 

 

教育委員会 

 

 

業務内容 十島村役場担当課 

① 道路維持業務（観光施設等に通じる道路） 

② 観光モニター調査（案内） 

③ 遊休農地対策業務（農業委員会分 490千円含む） 

④ 草地改良業務 

⑤ 牧場調査伐採及び危険個所調査同行業務 

（中、平、諏、悪、小） 

⑥ 村営住宅（空き家住宅）見回り、保守業務 

⑦ 獣医師、営農指導員の島内送迎業務 

⑧ 住宅敷地造成業務（予定 悪） 

⑨ 農業用給水ﾀﾝｸ設置、配管業務（中） 

⑩ 筍搬出道路側溝測量業務（諏） 

⑪ ﾄﾋﾞｳｵ小屋跡地張コン業務（悪） 

⑫ アリモドキゾウムシ防除業務 

⑬ 山間地を利用したサカキ等定植及び伐採（口） 

⑭ 高齢者等港まで（から）送迎業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域振興課 

 

十島村産品等輸送費支援事業について
１　目的
　　外海離島という地理的ハンディを克服するため、本村で生産又は製造された加工品の島外
　への海上輸送費について、村が予算の範囲内で補助金を交付することにより、加工品生産者
　の所得向上のみならず、生産意欲向上や村内における効率的且つ積極的な生産活動の推進に
　大きく寄与し、雇用創出や定住促進に資することを目的とする。
２　事業内容
　①内容：本村各島で生産・製造された加工品を、鹿児島本土へ出荷する際の定期船運賃補助
　②対象期間：平成 25 年 6月 1日～平成 26 年 3月 31 日
　③補助額：180 円以内 / 才
　④対象物：加工品（1次加工以降のもの）
　　　　　　例：ジャム、ドレッシング、漬物、魚醤油、めんつゆ、菓子類、塩蔵・乾燥魚介類、
　　　　　　　　急速凍結・冷凍を行った魚介類　等
３　補助を受けるにあたり必要な書類等
　①出荷者名、受領日、受領数量が記載されている出荷先からの受領書
　　（出荷先に送付した商品が確実に届けられているかの確認のため）
　②定期船運賃領収書
　　（中川運輸に対し運賃の支払いを確実に行われているかの確認のため）
　③出荷証明書
　　※出荷証明書については、中川運輸（株）から村が取り寄せる。
４　申請時期
　　平成 26 年 4月 7日（月）までに、別添申請書・計画書・出荷先からの受領書・定期船運賃
　領収書等を、役場地域振興課に送付すること。
５　補助金交付時期
　　平成 25 年 6月 1日から平成 26 年 3月 31 日までに出荷された加工品を、申請書等に基づ
　き一括して集計し、交付することとなることから、補助金の交付時期は平成 26 年 4～ 5月頃
　となる見込みである。
　　尚、原則、口座振込にて交付することとしている。
６　注意点
　①加工品を出荷する際、ダンボールなどに加工品を詰めることになると考えられるが、同　
　　じダンボールなどに私物やお土産用加工品の混載はしないようにすること。
　②出荷先が運賃を支払う着払いの場合は、当該事業の対象とはならない。　
７　問い合わせ先
　　十島村役場　地域振興課　産業振興室
　　電話：099-222-2101
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「フェリーとしま」離島住民運賃割引額の変更について

1   実施期間 
　　平成 26 年 4月 1日～平成 26 年 9月 30 日       
2　割引対象者 
　　十島村に住民登録されている方。 
3　区間           
　　鹿児島⇔十島村　または　名瀬⇔十島村
　　十島村内の島間は対象外です。
　　鹿児島⇔名瀬も対象外です。
4　等級
　　上記区間の 2等旅客運賃。         
　　指定寝台をご利用の方は、別途正規料金が
　必要となります。    
　　割引適用後の、1等への切替はできません。      
5　申込方法           
　　鹿児島・名瀬・十島各島の発券窓口において
　「離島住民運賃割引申込書」に必要事項を記載し
　て、住民登録（現住所）の確認ができる証明書
　の提示が必要となります。        
　→提示の無い方は割引出来ませんのでご注意く
　ださい。
6　その他注意事項等             
　◎他の割引 ( 団体割引や身体障害者割引等 ) とは
　　重複利用できません。
　◎各区間の片道での販売に限ります。          
　◎各窓口備えの記載要領を、よくお読みになって
　　お申込みください。    　
　◎窓口にお並びの際は、混雑防止のため証明証の
　　事前準備をお願いいたします。  　
　◎適当な証明証をお持ちでないという村民の方は、運賃割引用の証明証を作成しますので、
　　十島村役場航路対策室もしくは各島出張員までお申し出ください。     
                

          
                
                

【鹿児島⇔十島各島】  

【名瀬⇔十島各島】  

 十島村在住の方を対象に、平成25年7月1日より導入された「フェリーとしま」
旅客運賃割引制度が平成 26 年度より、金額が変更します。 

　7年にわたりボランティア診療をしてくださった鹿児島こども
病院の相星先生の診療が３月で最後となりました。今までありが
とうございました。また、大型絵本も寄贈していただきました。
本当にありがとうございました。

▲寄贈していただいた大型絵本
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
  

小　人

区　分

2,300円

1,660円

鹿児島⇔中之島
大　人 3,650円
小　人

鹿児島⇔口之島
3,320円

大　人 4,590円
2,130円

鹿児島⇔小宝島
大　人 5,510円

2,750円

鹿児島⇔悪石島
大　人 4,930円
小　人 2,470円

鹿児島⇔宝島
大　人 5,720円
小　人 2,860円

料　金

1,820円

鹿児島⇔平島
大　人 4,260円
小　人

小　人

鹿児島⇔諏訪之瀬島
小　人

区　間

大　人

料　金

小　人

区　間 区　分

名瀬⇔平島
大　人 2,950円

名瀬⇔口之島
大　人 3,900円
小　人 1,950円

1,480円

名瀬⇔中之島
大　人 3,570円
小　人 1,790円

名瀬⇔諏訪之瀬島
大　人 2,620円
小　人 1,310円

名瀬⇔悪石島
大　人 2,300円
小　人 1,150円

名瀬⇔小宝島
大　人 2,060円
小　人 1,030円

名瀬⇔宝島
大　人 2,060円
小　人 1,030円



Step.1  申請 Step.3  予約Step.2 券発行 Step.4 受診・支払

住民課へ利用の
申請をする。
（※国保税等の
納付状況を確認
します。）

本人による病院
との日程調整、
予約をする。
（※予約は利用
券発行後にお願
いします。）

住民課から利用
券を受け取る。

病院で人間ドッ
ク受診をし、支
払い窓口にて、
助成額を差し引
いた金額を支払
います。

住民医療費助成制度について
　住民医療費助成は、十島村住民に対して医療費の助成を行うことにより、住民
の健康保持と医療費の自己負担の軽減を図ることを目的として行われている本村

独自の制度です。

　対象者は、本村に住所を定めてから 2 年以上経過した者等の要件を満たしてい
る必要があります。また、各世帯の所得金額等により、助成金の算出時に控除す
る基礎控除額が異なります。（下表のとおり）

※ 所得金額が 160 万円以上の方は、条例によ
り助成対象外となりますのでご注意ください。
( 注意事項 )　
①　助成条件となる所得金額は、当該世帯にか
かる前年の総所得金額等の合計額から被保険
者１人について５万円を控除した額になります。
②　８月診療月分～翌年７月診療月分の１年間
は同じ基礎控除額で助成金を算出します。
③　医療費助成の対象となる医療費について
は、保険点数医療費のみが対象となり、入院
時の食事代・衣服代・部屋代等は含まれません。

　保険給付を受けた日の属する月の翌月から起算して 6ケ月以内に、領収書（原本）
を添付して申請してください。

（※ご留意いただきたいこと）
○　医療費助成が支給されるまで、高額療養費等の計算等を含
め３～ 4ヶ月かかります。
（レセプト等の状況により、支給されるまでに 4ヶ月以上かかる
場合もございますので、ご了承ください。）
○　医療費助成の申請にあたりましては、医療機関が発行する領収書 ( 原本 ) の添付が必要
です。領収書がない場合は、本助成金を支給できませんので、ご注意ください。

その他、ご不明な点につきましては、十島村役場住民課保険係へお問い合わせください。

所得金額の範囲  基礎控除額

0~30 万円未満    5,000 円

30~50 万円未満    6,000 円

50~70 万円未満    7,000 円

70~100 万円未満   8,000 円

100~130 万円未満 10,000 円

130~160 万円未満 15,000 円

▼  所得金額に対する基礎控除額表

領収書

領
収
書
は
大
切
に

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

人間ドック（ 脳ドック） 受診費用の助成が
平成 26年度より始まります。

　当事業は人間ドック受診料の一部助成により被保険者の意識向上とともに、住民
の健康保持と健康増進に寄与し、もって健康で安心安全な村づくりの推進を図るこ
とを目的にしています。

１　対象者　　国民健康保険被保険者・後期高齢者医療被保険者で、国保税・後期
　　　　　　　保険料の他、村税等を完納している世帯の方を対象にします。
２　助成額　　受診費用の半額（上限 30,000 円）
３　利用方法　　　

４　受診する施設について
　　人間ドックの受診は、村が指定する
　施設になります。なお、指定施設につ
　いては、協定締結後にお知らせいたし
　ます。

その他、ご不明な点につきましては、十島村役場住民課保険係へお問い合わせください。
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東芝製縦型洗濯乾燥機の無償点検 ・修理のお知らせ
　2005 年（平成 17 年）7月から 2011 年（平成 23 年）11 月にかけて製造された東芝の縦型洗
濯機において、製品本体内部の配線が断線し、製品の使用時に発煙・発火の可能性があることが
判明しました。
　無償で点検・修理を実施していますので、対象の洗濯乾燥機をご使用の方は、ご使用を中止し
ていただき、次の受付窓口までご連絡ください。
　特に、操作パネルの表示部に “Ｅ６” や “Ｅ７” のエラーが表示された場合には配線が断線し
ている可能性がありますので、直ちにご使用を中止のうえ、電源プラグをコンセントから抜いて
いただき、受付窓口まで連絡してください。

【対象製品と型式】
①　東芝　洗濯乾燥機

形  名 製造期間 

ＡＷ－７０ＶＢ、ＡＷ－７０ＶＢＥ２、ＡＷ－８０ＶＢ、ＡＷ－８０ＶＢＥ２ ２００５年７月～ 

２００６年７月 

ＡＷ－７０ＶＣ、ＡＷ－７５ＶＣＥ３、ＡＷ－８０ＶＣ ２００６年５月～ 

２００７年６月 

ＡＷ－７０ＶＥ、ＡＷ－Ｅ４７０Ｖ、ＡＷ－Ｅ４８０Ｖ、ＡＷ－ＧＮ８０ＶＥ、 

ＡＷ－８０ＶＥ 

２００７年５月～ 

２００８年７月 

ＡＷ－７０ＶＦ、ＡＷ－ＧＮ８０ＶＦ、ＡＷ－８０ＶＦ ２００８年６月～ 

２００９年８月 

ＡＷ－７０ＶＧ、ＡＷ－ＧＮ８０ＶＧ、ＡＷ－８０ＶＧ ２００９年７月～ 

２０１０年６月 

ＡＷ－７０ＶＪ、ＡＷ－７０ＶＪＥ７、ＡＷ－８０ＶＪＥ７、 

ＡＷ－ＧＮ８０ＶＪ、ＡＷ－８０ＶＪ 

２０１０年６月～ 

２０１１年６月 

ＡＷ－７０ＶＫ、ＡＷ－７０ＶＫＥ８、ＡＷ－ＧＨ７０ＶＫ、ＡＷ－８０ＶＫＥ８、 

ＡＷ－８０ＶＫ、ＡＷ－ＧＨ８０ＶＫ 

２０１１年５月～ 

２０１１年１１月 

 ※　色記号 ((Ｗ)、(ＷＮ)、(ＷＬ)、(ＷＣ)、(Ｃ) など ) は省略しています。

 形名は操作部の右又は左(下図点線枠内)に記載しています。 

 

 

（写真はＡＷ－７０ＶＦ） 

②無印良品　洗濯乾燥機

　※上記の無印良品 洗濯乾燥機は東芝ホームアプライアンス株式会社
が製造したものです。

【ご相談・お問い合わせ窓口】
①インターネットによる申し込み…東芝ホームページからお申込みください。
②お電話による申し込み

形  名 製造期間 

Ｍ－ＡＷ８０Ａ 

※ 色記号(Ｗ)は省略しています。 

２０１０年１月～ 

２０１１年４月 

 

 

    

形名は蓋裏面の銘版(下図点線枠内)に記載されています。 

 

 

 東芝 洗濯乾燥機 受付センター 
   受付時間 ９：００～１８：００（土・日・祝日を除く） 
  フリーダイヤル（無料）：  ０１２０－０５６－０３５ 

 無印良品 洗濯乾燥機 受付センター 
   受付時間 ９：００～１８：００（土・日・祝日を除く） 
  フリーダイヤル（無料）：  ０１２０－３６５－０３５ 
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≪鹿児島県の最低賃金≫
必ずチェック 最低賃金！

使用者も労働者も

鹿児島労働局・労働基準監督署

鹿児島県
最低賃金

時 間 額 効力発生日 適　用　範　囲 

665円 平成25年
10月27日

鹿児島県下のすべての労働者に適用されます。
ただし、下表記載の産業に該当する場合は、各産業別

最低賃金が適用されます。

産業名 時 間 額 効力発生日 適　用　範　囲 

電子部品・デバイ
ス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機
械器具製造業（医療
用計測器製造業を除
く、ただし心電計製
造業は含む）

710円 平成25年
12月28日

次に掲げる者を除く。（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます。）
①18歳未満又は65歳以上の者
②雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの
③次に掲げる業務に主として従事する者
　イ　清掃又は片付けの業務
　ロ　 手作業により又は手工具若しくは小型動力機を用いて行う組線、巻線、

かしめ、取付け、バリ取り、かえり取り、鋳ばり取り、刻印又は選別の業務
（これらの業務のうち流れ作業の中で行う業務を除く。）

　ハ　 手作業による包装、袋詰め、箱詰め、材料の送給又は取りそろえの業務

百 貨 店 ，
総 合 ス ー パ ー 685円 平成25年

12月28日

「百貨店，総合スーパー」とは、衣食住にわたる各種の商品を小売りする
事業所で、その事業所の性格上いずれが主たる販売商品であるかが判別で
きない事業所であって、従業者が常時50人以上のもの。

次に掲げる者を除く。（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます。）
①18歳未満又は65歳以上の者
②雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの
③清掃又は片付けの業務に主として従事する者

自 動 車（ 新 車 ）
小 　 　 売 　 　 業 735円 平成25年

12月27日

次に掲げる者を除く。（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます。）
①18歳未満又は65歳以上の者 
②雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの
③清掃又は片付けの業務に主として従事する者

地域別最低賃金

特定最低賃金（産業別最低賃金）

http://kagoshima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp 最低賃金テレフォンサービス☎099-223-8881

鹿児島労働局賃金室　　☎ 099-223-8278 川内労働基準監督署　　☎ 0996-22-3225
鹿児島労働基準監督署　☎ 099-214-9175 加治木労働基準監督署　☎ 0995-63-2035
鹿屋労働基準監督署　　☎ 0994-43-3385 名瀬労働基準監督署　　☎ 0997-52-0574

日本標準産業分類の改訂（平成20年４月１日施行）に伴い、「電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・デバイス製造業最低賃金」は、
その件名（名称）の表記を、「電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業最低賃金」に改めましたが、その適
用範囲については従来と同様で、変更はありません。

● 最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどすべての労働者に適用され、使用者は労働者に対し、最低賃金額以上の賃金を支
払わなければなりません。

●特定最低賃金（産業別最低賃金）は、県内の特定の産業の労働者と使用者に適用されます。
　地域別と産業別の両方の最低賃金が同時に適用される場合には、高い方の最低賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。
●最低賃金には、次の賃金は算入されません。
①臨時に支払われる賃金（結婚手当など） ②一月を超える期間ごとに支払われる賃金(賞与など）
③時間外・休日・深夜労働に対する割増賃金 ④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

≪最低賃金に関するお問い合わせ先≫
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新・口之島出張員　▶
　    　野網　秀和

　この度、4月 1日から口之島出張員として
採用していただくことになりました野網秀和
です。島の皆さんと仲良くし、精一杯がんばっ
ていきたいと思いますので、よろしくお願い
します。

　※平島・小宝島出張員は次号で紹介予定です。

県のパスポート窓口が統合されます！

　新たに日置市、南さつま市、奄美市、屋久島町、龍郷町が平成 26 年 4月 1日から、パスポー
ト窓口を開設するため、県大島支庁、屋久島事務所、南薩地域振興局でのパスポートの窓
口における申請受付は、平成 26 年 3月 31 日をもって手続きを終了します。
（権限移譲を受けた市町村に住民登録をされている方は、原則として登録地の市町村役場で
手続きを行うことになります。特別の事情がある場合を除き、県の窓口は利用できません。）
　十島村に住民登録のある方におかれましては、引き続き「かごしま県民交流センター」
がパスポートの申請窓口になっています。
　パスポートの申請についての詳細は、かごしま県民交流センターパスポート窓口（℡
099-221-6611）までお問い合わせください。

　4月 1日現在で組合加入市町村に住民登録をしている方は、年齢に関係なく誰でも加入で
き、年会費 1人 500 円で見舞金最高 100 万円（死亡の場合）まで補償されます。各家庭に
申し込み用紙を配布しておりますので、加入を希望されます方は各島出張所に申し込み用
紙と掛金を提出して下さい。
【加入対象者】　4月 1日現在で組合加入市町村に住民登録をしている方。学校への通学・　
　　　　　　出稼ぎ等で一時的に転出される方でも、市町村長の認める方は対象。
【共済期間】　　平成 26 年 4月 1日～平成 27 年 3月 31 日
　　　　　　　※中途加入の場合は受理した日の翌日からになります。
【共済掛金】　　1人につき 500 円（中途加入も同額）
【見舞金額】　最高 100 万円（死亡の場合）
　詳しくは各家庭に配布したパンフレットを参照下さい。

平成 26年度市町村交通災害共済加入者募集中！



十島村の人口・世帯数  平成 26 年 2月末現在

編集／発行：十島村役場  総務課  広報係
〒892-0822　鹿児島市泉町 14-15　tel:099－222－2101
よろしければ皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

島　　　　 名　　   男性　　  女性  　　人口　   　世帯

口　 之 　島　　  63　　    63　　  126　　  79

中　 之　 島  　　80　　    62　　  142　　  88

平  　　　島　　  41　　    27　　　68　　  38

諏訪之瀬島  　　34　　    35　　　69　　  35　　　

悪 　石　 島　　  25　　    31　　　56　　  31

小　 宝 　島  　　26　　    27　　　53　　  29

宝　　　  島　　  66　　    58　　  124　　  73

合  　　　計　　 335　　 303　　 638　　373

村営定期船 フェリーとしま  
平成 26 年 04 月運行予定
※4月 2日鹿児島港発便は、転入教職員異動のため、
貨物・航送車両を制限します。
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鹿児島　　十島村　　名瀬
十島村 土木交通課 航路対策室
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　　　　　　TEL : 090-3022-4523
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５月１日から村の支給方法は口座振込みに！
　近年、自治体や団体等で発生している公金の横領等や判取での支給遅延、取り違え等を未
然に防止するため、これまでの現金判取支給から、原則、口座振込みに改めます。
　既に一部の支払いでは、運用を開始していますが、この取扱いを統一するものです。
　この機会に税等の公共料金の口座引き落としもご検討ください。
○対象となる支給　　原則、報酬、報償、賃金、燃料費、手数料、委託料、補助金・負　
　　　　　　　　　　担金など、村が支給するものや購入するもの全て
○対象となる者　　　支払いを受ける個人、自治会、団体、商店など
○その他の特例　　　郵便局のない平島、諏訪之瀬島、悪石島、小宝島での JAからの払　
　　　　　　　　　　い戻しについて、判取手数料を無償化
○開始時期　　　　　平成 26 年 5月 1日以降の支払いより


